
 資料３  

杉並区におけるいじめの防止対策等の取組について 

 

 各学校の主な取組 主な実績 教育委員会の主な取組 主な実績 

１ いじめ防止基本方針 ○いじめ防止対策推進法第 13条に基づく基本方針は平成 

26年度に全学校で策定し、校内委員会を整備 

○各学校ホームペー 

 ジ等で公表 

○いじめの防止対策推進法第 12条に基づく基本方針は 

 平成 27年度に策定 

○教育委員会ホームページ 

等で公表 

２ いじめ未然防止等の取組 ○道徳教育や人権教育など、学校の教育活動全体を通し

て、全ての児童・生徒に「いじめは絶対に許されない。」

との理解を促すとともに、豊かな情操や道徳心等を育成 

 

○家庭や地域の方々が児童・生徒と共に参加する道徳授業

地区公開講座やセーフティ教室を通して社会全体で、い

じめ問題に取り組む気運等を醸成 

○各学校で年間指導 

 計画等に基づき実 

 施 

○いじめ対応マニュアルを策定し、各学校の全教職員 

 に配するとともに、研修等を通して徹底 

 

○「すぎなみ小・中学生未来サミット」を開催し、いじ 

 め問題を含む明るい学校づくりに向けた児童・生徒 

 自身の自主的・主体的な取組を支援 

  ※サミットでは、小中一貫教育に取り組む全小中連携校 

   （23グループ）の代表児童・生徒による取組の発表後、 

連携校 6グループの代表児童・生徒によるパネルディス

カッションを実施 

○同マニュアルは平成 28年 

度に改定 

 

○毎年７月に開催 

 ※従来の「杉並中学生生徒 

会サミット」を平成28年 

度から小学生を交えた 

事業に発展 

３ いじめ早期発見 ○教職員等による、児童・生徒のきめ細かな観察の徹底 

 

○児童・生徒に対し、年３回のいじめアンケートの実施 

 

○児童生徒に対する相談窓口の周知と家庭との連携推進 

○各学校のいじめア 

 ンケートは、６月、 

11月、２月に実施 

○平成 25年度から全小中学校にスクールカウンセラー 

を配置 

○区独自のいじめ電話相談窓口として、平成 25年度か 

ら「すぎなみいじめ電話レスキュー」を運用 

○区独自のインターネットによる相談窓口として、平 

成 27年度から「すぎなみネットでトラブル解決支援 

システム」を運用 

  ※主な機能：メール相談、トラブル解決Ｑ＆Ａ、トラブル 

未然防止の情報提供 

○いじめ電話レスキュー対 

 応件数 

    

    

   

 

○ネットでトラブル解決支 

 援システムダウンロード 

件数（累計） 

 

４ いじめ事案対処の取組 ○いじめ（疑いがある場合も含む）を認知した際の対応 

（①管理職への報告→②校内委員会の開催→③事実確認

及び組織的対応→④経過観察）を実施 

 

○状況に応じて、適宜、教育委員会と連携して対応 

 

○区立小中学校にお 

けるいじめの認知 

件数及び解消件数 

な等は、資料①の 

とおり 

○平成１９年度から済美教育センターに教育 SAT（ス 

クール・アシスト・チーム）を編成し、いじめ問題を 

含む、事件・事故の際の対応相談や出張対応などによ 

り、学校の取組を支援 

※教育 SATは、指導主事、元校長、スクールソーシャル 

ワーカーで等で編成 

 

○いじめの被害者及び加害者に対し、必要に応じて、関 

係機関との連携やスクールソーシャルワーカー等の 

専門職の派遣な等を通して、心のケアを実施 

○教育 SATの対応実績 

 

５ いじめ重大事態対処の取組 ○重大事態が発生した場合は、いじめ防止対策推進法に基

づいて教育委員会と連携して対応 

○重大事態は平成 27

年度に区立小学校

１校で発生し、教育

委員会と学校が連

携して対応 

○重大事態の調査等は、要綱に基づく教育委員会内部  

 の調査組織（杉並区立学校いじめ問題調査委員会）で

対応 

  ※今後は、教育委員会の附属機関として設置したいじめ問   

   題対策委員会が所掌 

○平成 27年度に発生した重 

大事態に係る調査組織の 

開催実績 22回 

 

平成 25年度 27件 

平成 26年度 44件 

平成 27年度 41件 

平成 28年度 56件 

 

平成 27年度 442件 

平成 28年度 1005件 

 

 
相談 

平成 26年度 25件 

平成 27年度 23件 

平成 28年度 27件 

 



区立小中学校におけるいじめの認知件数及び解消件数等について 

１ いじめの認知件数及び解消件数等 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

認知件数 
（うち重大事態件数） 

解消件数（解消率） 
認知件数 

（うち重大事態件数） 
解消件数（解消率） 

認知件数 
（うち重大事態件数） 

解消件数（解消率） 

小学校 403（0） 376(93.3%) 358（0） 321(89.7%) 309（１） 285(92.2%) 

中学校 128（0） 118(92.2%) 155（0） 136(87.7%) 175（0） 174(99.4%) 

合計 531（0） 494(93.0%) 513（0） 457(89.1%) 484（１） 459(94.8%) 

(参考) 
都全体 

9,435(10) 8,304(88.0%) 8,248(9) 7,268(88.1%) 6,254(20) 5,429(86.8%) 

 

２ いじめの態様〔複数回答あり〕  

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 
冷やかし 
悪口 
脅し文句 

仲間はずれ 
無視 

軽くぶつ
かられる 
遊ぶ振り
をして叩
かれる 

その他 冷やかし 
悪口 
脅し文句 

仲間はず
れ 
無視 

軽くぶつ
かられる 
遊ぶ振り
をして叩
かれる 

その他 冷やかし 
悪口 
脅し文句 

仲間はず
れ 
無視 

軽くぶつ
かられる 
遊ぶ振り
をして叩
かれる 

その他 

小学校 
350 

(81.2%) 
25 

(5.8%) 
37 

(8.6%) 
19 

(4.4%) 
298 

(68.5%) 
70 

(16.1%) 
44 

(10.1%) 
23 

(5.3%) 
227 

(64.1%) 
48 

(13.6%) 
45 

(12.7%) 
34 

(9.6%) 

中学校 
95 

(63.8%) 
26 

(17.4%) 
8 

(5.4%) 
20 

(13.4%) 
128 

(71.1%) 
16 

(8.9%) 
19 

(10.9%) 
17 

(9.4%) 
113 

(52.3%) 
31 

(14.4%) 
33 

(15.3%) 
39 

(18.1%) 
(参考) 
都全体 

6,490 
(56.6%) 

1,435 
(12.5%) 

1,669 
(14.5%) 

1,879 
(16.4%) 

5,909 
(57.7%) 

1,300 
(12.7%) 

1,439 
(14.0%) 

1,597 
(15.6%) 

4,370 
(54.5%) 

999 
(12.5%) 

1,199 
(15.0%) 

1,445 
(18.0%) 

※（  ）は、全回答（複数回答を含む）に占める「いじめの態様」に対する回答の割合 

 

３ いじめ発見のきっかけ  

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 
教職員等
が発見 

本人から
の訴え 

本人の保
護者から
の訴え 

その他 教職員等
が発見 

本人から
の訴え 

本人の保
護者から
の訴え 

その他 教職員等
が発見 

本人から
の訴え 

本人の保
護者から
の訴え 

その他 

小学校 
307 

(76.2%) 
52 

(12.9%) 
22 

(5.5%) 
22 

(5.5%) 
233 

(65.1%) 
96 

(26.8%) 
16 

(4.5%) 
13 

(3.6%) 
177 

(57.3%) 
50 

(16.2%) 
25 

(8.1%) 
57 

(18.4%) 

中学校 
87 

(68.0%) 
20 

(15.6%) 
11 

(8.6%) 
10 

(7.8%) 
123 

(79.4%) 
13 

(8.4%) 
7 

(4.5%) 
12 

(7.7%) 
71 

(40.6%) 
64 

(36.6%) 
10 

(5.7%) 
30 

(17.1%) 

(参考) 
都全体 

5,487 
(58.2%) 

1,992 
(21.1%) 

1,217 
(12.9%) 

739 
(7.8%) 

4,847 
(58.8%) 

1,708 
(20.7%) 

1,106 
(13.4%) 

587 
(7.1%) 

3,355 
(53.6%) 

1,270 
(20.3%) 

1,088 
(17.4%) 

541 
(8.7%) 

※（  ）は、全回答に占める「きっかけ」毎の回答の割合 
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